
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 湯田地区コミュニティ運営協議会

１ 総括

２ 事業内容

（１） 協議会運営

事業費

（２） 地域振興

〇 広報活動

事業名

事業費

事業概要

広報紙の発行

２９４,９００円

（実施内容） 広報紙「湯田地区コミュニティだより」を隔月で発行した。

（実施時期） 平成２２年７月～平成２３年３月

（参加人数） ２名

平成２２年度は、地域づくり協議会発足２年目にあたり、活動方針として次の3つを掲げて事業を
実施した。

① ボランティア団体による地域づくり活動の推進と支援
② コミュニティ意識の高揚
③ 湯田地区の活性化に寄与する

その結果、ボランティア団体については、１７団体に補助金を支出し、地域づくり活動の推進と支
援を図ることができた。
地域行事については、「運動会」・「ふるさとまつり」・「安心・安全フェスタ」の３大行事を例年通り

実施し、多数の住民が参加してコミュニティ意識の高揚を図ることができた。
法定外公共物等土木工事については、予算の追加配分を受け、住民の要望を受けて工事を行

い、道路の整備が進んだ。
事業は総じて円滑に進めることができ、地域づくり５カ年計画（平成２３年度～２７年度）を策定し

たので、今後はこれにしたがいながら、事業を展開する。

３,１１２,９２６円

（事務員等の雇用人数） 事務局長：１名 事務員：１名
ただし、事務引継ぎのため前任の事務局長２名を４月～６月に
かけて雇用

（運営費の主な内容） 事務局長給与：1,590,840円
事務職員給与：1,028,560円
事務費： 493,526円（労働保険料を含む）

事務局の
運営体制

（成果・評価） ５月に専任の事務局長を雇用し、事務局の運営体制が整った。

（今後に向けて） 現体制を維持しながら、不足する部分を補っていく。

（成果） 毎回、約５０００世帯に配付し、広報に努めた。

（評価） ホームページを閲覧できない人に対する広報活動をすることができた。

（今後に向けて） 広報紙は事務局が作成しているが、ホームページと合わせて管理運営
する組織を立ち上げたい。



事業名

事業費

〇 世代交流活動

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

三世代交流しめ飾りづくり （湯田地区青少年健全育成連絡協議会）

８,０４０円（材料費）

２９６,６６０円

事業概要

（評価） 具体的な成果が見えないが、今日における情報発信手段としては欠かせない
手法であるので、推移を見ながら継続する。

（今後に向けて） 掲載内容の追加・更新を行うほか、ホームページや広報紙の管理運営
をする組織を立ち上げたい。

（参加人数） １名

（成果） ７カ月間の閲覧者は約２８０名である。

（実施時期） 平成２２年９月～平成２３年３月

（実施内容） ホームページを作成し、公開した。

（評価） 世代間交流以外に、伝統行事の意味を理解する機会になった。

（今後に向けて） 年始の恒例行事であり、継続していく。

ホームページの開設

（実施時期） 平成２２年１２月２６日

（参加人数） 延べ１００名

紙ひこうき作りコンテスト （湯田地区青少年健全育成連絡協議会）

１０,０００円（材料費）

（実施内容） 湯田ふるさとまつりの会場で、老人クラブの協力を得て、小学生を対象に
した紙ひこうき作りを行い、それを飛ばしてコンテストを実施した。

（実施時期） 平成２２年１０月１６日・１７日

（成果） お年寄りからしめ飾り作りを教わり、作業を通して世代間の交流ができた。

（成果） 紙ひこうきのほか、けん玉、あやとり、お手玉を準備し、老人クラブと子ども達
の世代交流を図ることができた。

（参加人数） １７０名

（今後に向けて） ふるさとまつりの一環として行われており、題材を変えながら世代交
流事業として推進したい。

（評価） 参加者も多く、世代交流のよい機会になった。

（実施内容） 正月を前に、しめ飾りを作成した。

（実施内容） しめ飾りを焼き、七草がゆを作って食べた。

（実施時期） 平成２３年１月８日

（成果） 親子で伝統行事を体験しながら、世代間の交流ができた。

（参加人数） １００名

（評価） 子どもと親、高齢者による三世代交流が楽しくできた。

（今後に向けて） 年末の恒例行事であり、継続していく。

三世代交流どんど焼き・七草がゆ （湯田地区青少年健全育成連絡協議会）

５,９００円（材料費）



○ 地域づくり研修

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

○ 食と健康づくり活動

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（実施内容） 放課後児童クラブ「やまびこ学級」の生徒を対象に食育教室を開催し、
正しい調理実習と食の大切さを勉強した。

（実施時期） 平成２２年８月２５日・２６日

（参加人数） ７９名（子ども６７名）

（成果） 子ども達に楽しみながら調理を体験させることができた。

（評価） 食べることの大切さを、体験を通して学び、食育の目的を果たした。

（今後に向けて） 一度に多人数を対象にできないことから、対象を変えながら継続的に
実施する。

親子チャレンジ・クッキング （湯田中学校ＰＴＡ）

８,７３７円（材料費）

（実施内容） 保護者と生徒を対象とした食育教室を開催した。

（実施時期） 平成２２年１１月１１日

町内会連合会視察研修 （湯田地区町内会連合会）

１００,０００円（旅費の補助）

（実施内容） 地域づくりの先進地である宗像市吉武地区コミュニティ運営協議会を
訪問し、その沿革・活動状況について視察・研修をした。

（実施内容） 島根あさひ盲導犬訓練センターを訪問し、盲導犬訓練の様子を視察し、
研修した。

（成果） 先進地の担当者から直接説明を受けることにより、コミュニティの活動形態や
将来像がより鮮明になった。

（評価） コミュニティの運営にあたり、参考となる視察ができた。

（今後に向けて） 先進地や他地区の活動に目を向け、良いところを参考としたい。

（参加人数） １９名

（成果） 視覚障害者と盲導犬について理解を深めた。

（評価） 視覚障害者福祉について勉強するよい機会になった。

（今後に向けて） 福祉関係についても、先進地や他地区の活動を参考としたい。

２０,０００円（旅費の補助）

民生・児童委員視察研修 （湯田地区民生委員児童委員協議会）

（参加人数） １５名

（実施時期） 平成２２年１０月２０日

親子の食育教室 （山口市食生活改善推進協議会湯田地区）

１３,６０８円（子ども用包丁購入費）

（実施時期） 平成２２年８月９日

（参加人数） ３２名

（成果） 生徒が「自分で作れる朝ごはん」献立に、食材の購入から調理まで行い、
栄養バランスの考え方を体験できた。

（評価） 食べることの大切さを、体験を通して学び、食育の目的を果たした。

（今後に向けて） ＰＴＡ健康委員会が毎年実施しており、今後も継続する。

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） 手作りというところが好評であった。

（実施内容） 未就園児に対する「おやつ」作りを行った。

（実施時期） 平成２３年３月１１日

食育クッキング（山口市母子保健推進協議会湯田地区）

１０,０００円（食材費）

４０,０００円（景品代）

（実施内容） 子ども達にニュースポーツを体験させた。

２５,０００円（景品代）

（実施内容） 子ども達に球技スポーツを体験させた。

（参加人数） １２０名

（成果） ニュースポーツを体験し、楽しんでもらうことができた。

（評価） スポーツに興味を持ってもらうことができた。

（今後に向けて） 今後も継続したい。

（実施時期） 平成２２年１０月３日

（評価） 地区代表として努力をした。

スポーツを楽しむ日（湯田地区子ども会育成連絡協議会）

（参加人数） ２６名

（成果） 講師を招き、手軽にできる「食育おやつ」作りを体験した。

（今後に向けて） 優勝をめざして、来年度も参加する。

１６,２１０円（弁当・飲物代）

（実施内容） 第１７回少年綱引き大会に参加した。

（実施時期） 平成２２年１０月１７日

（参加人数） １７名

（評価） 球技に興味を持ってもらうことができた。

（今後に向けて） 今後も継続したい。

綱引き大会 （山口警察署少年相談員連絡協議会）

（成果） 今年は優勝できなかったものの、よく健闘した。

事業概要

球技大会（湯田地区子ども会育成連絡協議会）

事業概要

（今後に向けて） 来年度も実施する予定である。

（実施時期） 平成２３年２月６日

（参加人数） ４５名

（成果） 球技を体験し、楽しんでもらうことができた。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３） 地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

４０,０００円(工具購入費）

（実施内容） 権現山に作った子ども達の遊び場を整備した。

（成果） 草刈り、雑木の伐採等を行った。

（評価） 遊び場を整備し、子ども達が安全に遊べるようになった。

（実施時期） 平成２２年６月６日、１１月２１日

（参加人数） 延べ２００名

７,５４０円（資料作成費等）

（実施内容） 定例会議にあわせて学習会を開催した。

（評価） 委員の意識の高揚を図ることができた。

４６７,８００円

（実施内容） 各町内会が開催する敬老会等に、１人あたり200円の補助を行った。

（実施時期） 平成２２年９月

（成果） 敬老行事の記念品代や会食費等にあてることができた。

（評価） 行事を充実することができた。

（今後に向けて） 継続する。

（評価） 委員の認識を深めることができた。

（参加人数） ２,３３９人（補助対象者数）

（今後に向けて） 定例会にあわせた啓発事業を継続する。

（評価） 市報などで募集をしたが、参加人数がやや少ない。実施時期について
検討してみることも必要である。

（今後に向けて） ウォークラリーにあたりマップを作成したので、他の行事において
活用していく。

各町内会実施敬老会助成

平成２２年度ヘルシーウォーキング(山口市・体育指導員協議会）

６６,４５４円（マップ作成費、昼食材料費等）

（実施時期） 平成２３年１月１３日

（参加人数） ３５名

（実施内容） 山口市及び体育指導員協議会が主催するヘルシーウォーキングを
湯田地区において開催した。湯田の史跡・名所をめぐるウォークラリーを
行い、昼食には地元料理である「しっちょる鍋」をふるまった。

（参加人数） ５６名

（成果） 一般参加者は前年度より４名多い２７名になり、普段あまり訪れることのない
湯田の名所や史跡をめぐることができ、好評であった。

（今後に向けて） 遊び場の整備にあわせて、植樹等を計画する。

同和教育推進学習会（湯田地区同和教育推進協議会）

権現山里山づくり（湯田地区ふるさとづくり推進協議会）

（実施時期） 平成２２年１１月３日



○ 高齢者・子ども福祉活動

事業名

事業費

（評価） 閉じこもりがちな方に、ふれあいの場を提供することができた。

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

３１,０００円（資料作成費、弁当代等）

（成果） 催し物や食事を楽しんでもらえた。

ふれあい会食会（湯田地区社会福祉協議会）

（実施内容） ７０歳以上の１人暮らしの方を招待し、会食会を開催した。

（実施時期） 平成２２年１１月２６日

（参加人数） ２０５名

（実施内容） 部外から講師を招いて学習会を実施した。

（実施時期） 平成２２年７月２８日

８４,０００円（菓子代、会場費等）

（参加人数） ８１名

（今後に向けて） 継続実施する。

（評価） 交通安全、天気予報、長寿の克服について勉強することができた。

（今後に向けて） 講演の内容を変えながら行う。

（今後に向けて）

６年生を送る会（湯田小ＰＴＡ）

２２,８３０円（丸筒代）

（実施内容） 湯田小学校卒業生に対し記念品を贈った。

（実施時期） 平成２３年３月１８日

（今後に向けて） 給食サービスは高齢者福祉事業の柱の１つとして推進する。

（評価） 給食サービス事業に調理用具は必需品であり、備品整備により事業が
はかどるようになった。

ふれあい型給食サービス（湯田地区ふれあい型給食サービス委員会）

（実施時期） 平成２２年９月

（参加人数）

（成果） テーブルの購入で衛生的な環境になり、おかもちの購入により運搬が
容易になった。

第２３回湯田地区西京老人だいがく（湯田地区老人クラブ連合会）

（成果） 警察、気象台、県立大学から講師を招き、講演を聞くことができた。

２３３,３０６円（テーブル等購入費）

（実施内容） 給食サービスにあたり、不足している調理用具及び調理した弁当
を並べるテーブル等の備品を購入した。

（参加人数） １１８名

（成果） 卒業証書を入れる丸筒を配付した。

（評価） 学校行事に記念品を添えることができた。

事業概要

事業概要

事業概要



（４） 安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

○ 子どもの見守り活動

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（実施内容） 湯田地区を二手に分かれて防犯パトロールをした。

湯田セフティネットワークパトロール（湯田セフティネットワーク）

（参加人数）

（成果） ６カ所に反射鏡を設置し、１カ所の反射鏡を移設した。

（実施時期） 毎月第２・４金曜日２１：００～２２：００

（参加人数） 延べ２６５名

（実施内容） 安心・安全意識を高揚するためのイベントを実施した。

反射鏡設置

３３４,０００円

（実施内容） 要望を受けて反射鏡を設置した。

（成果） 消防・赤十字・警察等の協力を得て、体験型の学習ができた。

（評価） 防災・防犯・交通安全・救急について、専門家の指導が受けられ、
住民の参考になった。

（実施時期） 平成２２年９月２６日

（今後に向けて） 参加人数を増やすために情宣の時期や方法を検討する。

湯田地区ふれあい安心・安全フェスタ

２００,１６７円（非常食代、印刷代、イベント経費等）

（実施内容） 月１回、校区内を巡回するとともに、「子ども１１０番の家」の表示板を
作成し、その地図を作成して配付した。

（実施時期） 平成２２年４月～平成２３年３月

（評価） 古くなって色落ちした表示板は交換し、見えやすくなった。

（評価） 見通しが悪い交差点の安全対策をすることができた。

７２,８９０円（「子ども１１０番の家」表示板作成費等）

（今後に向けて） 湯田地区には細い路地があるので、要望を受けて引き続き
設置を行う。

（参加人数） 延べ１５０名

湯田校区内巡回活動（湯田地区青少年健全育成連絡協議会）

（今後に向けて） 懐中電灯等の整備をすすめる。

５０,０００円（ＬＥＤライト代）

（参加人数） 約３２０名

（成果） 「子ども１１０番の家」が１０１軒になった。

（成果） 警察官とともに繁華街や住宅地のパトロールが実施できた。

（実施時期） 平成２２年７月～平成２３年３月

（評価） 住民による安全・安心活動として定着してきた。

事業概要

（今後に向けて） 「子ども１１０番の家」が少ない地域に普及を図る。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５） 環境づくり

○ 土木工事

事業名

事業費

事業概要

〇 環境美化活動

事業名

事業費

（今後に向けて） 若手を募集し、団員を増やしたい。

（成果） 道路を花で飾ることができた。

（評価） 日照り続きであったが、花を育成することができた。

（今後に向けて） 要望を受けて引き続き工事を行う。

山口国体花いっぱい運動

（今後に向けて） ２３年度は国体に向けて事業を展開する。

５５,１０９円（肥料、殺虫剤、作業用具代等）

（実施内容） 国体花いっぱい運動推進事業に助成をした。

（実施時期） 平成２２年４月～９月

（参加人数） ９０名

（評価） 段差を無くしたり、表面を舗装して通行しやすくなった。

（成果） 消火活動を想定した訓練を実施した。

（評価） 消防操法大会に参加し、中位の成績であった。

（実施内容） 要望を受けて法定外道路の補修等を実施した。

（実施時期） 平成２２年７月～平成２３年３月

（参加人数）

（成果） ５カ所の道路について、舗装・補修を行った。

事業概要

法定外公共物等整備事業

１,８６２,０００円

（実施内容） 小型動力ポンプ操法訓練を実施した。

（実施時期） 平成２２年５月～７月

（参加人数） 延べ１１０名

５６,２６３円（帽子、腕章等購入費）

（成果） 見守りボランティアの結成にあたり腕章、帽子を購入した。

（評価） 保護者等約８０名の協力を得て、結成することができた。

（今後に向けて） 有事、緊急時に、生徒の登下校の安全を図る。

（実施時期） 平成２２年７月１日

（参加人数） ３７名

（実施内容） 湯田中学校見守りボランティアを結成した。

小型ポンプ操法訓練（湯田地区消防団）

２０,０００円（皮手袋代等）

湯田中学校見守りボランティア（湯田中ＰＴＡ）



事業名

事業費

事業概要

（６） 地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注） 事業概要の欄には、事業の実施内容、時期、参加人数、成果、評価等の項目で概要を記載し

てください。

（参加人数）

（成果） 役員の腕章やポロシャツ等を整備することができた。

（評価） 行事のとき、役員の識別が容易になり、活動しやすくなる。

（今後に向けて） これらからの行事に活用する。

行事用備品等整備（役員用腕章、ポロシャツ等作成費）

３２１,２５７円

（実施内容） 運動会、ふるさとまつり等、地域行事で使う備品を購入した。

（実施時期） 平成２３年３月

（実施時期） 平成２２年１０月１６・１７日

（実施時期 平成２２年５月１６日

（参加人数） ６０名

（評価） ボランティア団体の協力により円滑な運営をすることができた。

（成果） 恒例の行事を例年通り実施することができた。

（実施内容） 町内会対抗の運動会を実施した。

（成果） 生い茂った草を刈り取ることができた。

（評価） 雨季の河川増水時期に向けて、作業をすることができた。

（今後に向けて） 草刈り機はコミュニティに保管し、貸し出して活用する。

第４６回湯田地区町内親睦大運動会

６８４,８２２円

（今後に向けて） 地域に定着した行事であるので継続して実施する。

１,３０７,８４８円

（実施時期） 平成２２年５月９日

（参加人数） 約１０００名

（成果） 恒例の行事を例年通り実施することができた。

（評価） ルールの分かりにくい競技や得点集計に時間がかかるなどの運営上の
問題があった。

（今後に向けて） 来年度は国体の炬火イベントを運動会で実施する。

（参加人数） 約３０００名

第２３回湯田ふるさとまつり

（実施内容） 地域のまつりである「湯田ふるさとまつり」を実施した。

前田川等美化清掃（元町町内会・朝倉中央町内会）

（実施内容） 前田川の清掃にあたり、草刈り機を購入した。

９４,５００円（草刈り機購入費）


